
そのようなシステムを実現するための有効な手段の一つである。

図

1に示したこの方式は，各監視箇所で得られた映像信号を

FM変調及び光信号化し，光カプラを介して共通の光ファイバで

伝送する系（上り系）と，カメラ制御信号を変調及び光信号化し，

各監視箇所へ分配する系（下り系）の2つの系から成り，光ファ

イバ2
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実験の結果について報告する。

2.一心双方向型光マルチドロップシステム

2.1 システムの概要

今回，システムに必要な光ファイバの省心化，及び長距離伝送

実現を目指し，以下の方針でシステムの検討・
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り系の光信号を分離するWDMカプラを挿入している。

上り系では，ITV カメラで得られた監視映像を FM変調し，

1.55μm帯（1555.5nm，1556.4nm）の光信号を送出する。各

端局から送出された光信号は光カプラにより合波され，中継増

幅された後，親局のO/Eにて受信される。更に，O/Eから出力




